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昨
年
十
二
月
の
一
斉
改
選
に
よ
り
、
県

民
児
協
も
役
員
改
選
が
あ
り
、
各
理
事
の

推
せ
ん
に
よ
り
再
任
さ
れ
、
二
期
目
を
引

き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り

ま
す
。
幸
い
、
副
会
長
と
し
て
、
落
合
氏
、

橋
本
氏
共
々
留
任
さ
れ
、
鯨
井
副
会
長
が

新
任
さ
れ
、
前
任
の
北
条
副
会
長
同
様
、

気
心
の
知
れ
た
優
秀
な
る
方
々
が
補
佐
し

て
く
れ
る
体
制
で
三
年
間
運
営
で
き
る
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
民
生
委
員
制
度
創
設
九
十

周
年
記
念
大
会
が
、
武
道
館
に
お
い
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
す
。
同
大
会
で
は
、
民
生

委
員
制
度
創
設
九
十
周
年
活
動
強
化
方
策

「
広
げ
よ
う

地
域
に
根
ざ
し
た

思
い

や
り
」一
〇
〇
周
年
に
向
け
た
民
生
委
員
・

児
童
委
員
行
動
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。そ
れ
に
基
づ
き
、住
民
の
立
場
に
立
っ

た
活
動
の
一
層
の
推
進
と
、
安
心
し
て
住

み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
づ
く

り
、
孤
立
・
孤
独
を
な
く
す
運
動
、
児
童

虐
待
や
犯
罪
被
害
な
ど
か
ら
子
供
を
守
る

取
り
組
み
を
、
重
点
的
に
す
す
め
る
こ
と

を
宣
言
し
ま
し
た
。

茨
城
県
民
児
協
は
全
民
児
連
に
先
が
け

て
、
児
童
福
祉
部
会
を
立
ち
上
げ
、
県
内

六
ブ
ロ
ッ
ク
に
主
任
児
童
委
員
連
絡
会
が

組
織
さ
れ
、
活
発
に
活
動
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
主

任
児
童
委
員
が
協
働
で
、
児
童
問
題
に
取

り
組
ん
で
活
動
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
活
動
も
、
地
域
に
お
け
る
新
た
な
支

え
合
い
、
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
新

し
い
福
祉
づ
く
り
を
協
議
し
、
住
民
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
体
制
と
知
識

が
求
め
ら
れ
て
お
る
と
思
い
ま
す
。
県
内

各
委
員
の
方
々
に
は
、
県
民
児
協
運
営
に

関
し
、要
望
、ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
提
言
を
い
た
だ
き
、
よ
り
よ
き
県
民
児

協
の
発
展
に
、
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
あ
げ
、あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

「
広
げ
よ
う

地
域
に
根
ざ
し
た

思
い
や
り
」
を
す
す
め
る
に
あ
た
り

県
民
児
協
会
長

高

木

彦

治

「
花
咲
き
、
月
は
移
ろ
い
…
」
昨
年
十

二
月
一
日
の
一
斉
改
選
に
伴
い
、
県
民
児

協
理
事
会
の
推
せ
ん
に
よ
り
、
前
北
条
副

会
長
の
後
任
と
し
て
拝
命
し
ま
し
た
が
、

役
職
の
重
大
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
高
木
会
長
、
落
合
・
橋
本
両
副

会
長
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
微
力

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
県
民
児
協
の
発
展
の

た
め
誠
心
誠
意
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支

援
、
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

さ
て
、
新
体
制
の
中
、
各
民
児
協
に
お

い
て
も
活
動
の
強
化
を
図
ら
れ
て
お
る
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
常
に
種
々
の
研
修
会

へ
の
積
極
的
参
加
、
地
域
活
動
で
の
状
況

報
告
、
委
員
同
士
の
意
見
交
換
を
密
に
し

て
、「
広
げ
よ
う

地
域
に
根
ざ
し
た

思
い
や
り
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
地

域
の
人
間
関
係
が
希
薄
化
し
て
い
る
昨

今
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
、
孤
立
し

が
ち
な
高
齢
者
、
児
童
虐
待
問
題
や
悪
質

商
法
被
害
の
問
題
な
ど
の
現
在
社
会
を
、

私
た
ち
民
生
・
児
童
委
員
は
原
点
に
た
ち

か
え
り
、
組
織
づ
く
り
を
し
て
い
く
な
か

で
活
動
強
化
を
図
っ
て
い
け
た
ら
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

民
生
委
員
法
十
五
条
に
は
民
生
・
児
童

委
員
に
課
せ
ら
れ
た
「
秘
密
を
守
る
義

務
」、
こ
れ
を
皆
様
と
共
に
し
っ
か
り
守

り
、
地
域
見
守
り
活
動
に
あ
た
っ
て
行
き

た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
論
語
で
孔
子

が
言
っ
て
お
り
ま
す
「
民
は
信
な
く
ば
立

た
ず
」、
こ
の
言
葉
を
肝
に
銘
じ
て
、
微

力
な
が
ら
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

副
会
長
就
任
挨
拶

県
民
児
協
副
会
長

鯨

井

登
美
子
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初
夏
の
候
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す

御
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。高

木
会
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
皆
様
方
に

は
日
頃
か
ら
地
域
福
祉
の
向
上
に
多
大
な

る
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
、
県
民
の
保

健
福
祉
行
政
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
、
ま
す

ま
す
高
度
化
・
多
様
化
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

「
人
が
輝
く
元
気
で
住
み
よ
い
い
ば
ら
き

づ
く
り
」
を
目
標
に
掲
げ
、「
安
心
な
暮

ら
し
を
支
え
る
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
充

実
」、「
平
穏
で
安
全
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ

く
り
」
の
実
現
に
向
け
て
、
様
々
な
施
策

を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

特
に
、
県
の
重
要
課
題
の
一
つ
で
も
あ

り
ま
す
少
子
化
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

多
子
世
帯
へ
の
経
済
的
支
援
や
子
育
て
応

援
企
業
の
普
及
促
進
、
保
育
所
を
活
用
し

た
育
児
相
談
の
実
施
な
ど
、結
婚
・
出
産
・

子
育
て
に
夢
や
希
望
の
持
て
る
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、高
齢
者
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

第
３
期
い
ば
ら
き
高
齢
者
プ
ラ
ン
２１
に
基

づ
き
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
充
実
を
図

る
ほ
か
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
普

及
な
ど
と
合
わ
せ
、
社
会
参
加
の
た
め
の

相
談
窓
口
や
人
材
バ
ン
ク
の
一
層
の
充
実

な
ど
に
努
め
、
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
活

躍
す
る
健
康
長
寿
社
会
づ
く
り
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

こ
う
し
た
施
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
住
民
の
立
場
に
立
っ
た
活
動
を
さ
れ

て
い
る
皆
様
方
の
御
協
力
が
不
可
欠
で
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
本
県
の
地
域
福

祉
の
向
上
に
よ
り
一
層
の
御
尽
力
を
賜
り

ま
す
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
の
御
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

人
が
輝
く
元
気
で
住
み
よ
い

い
ば
ら
き
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

県
保
健
福
祉
部
長

山

口

や
ち
ゑ

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
方
に

は
、
日
頃
か
ら
地
域
の
方
々
に
対
す
る

様
々
な
相
談
や
援
助
活
動
を
通
し
て
、
社

会
福
祉
の
向
上
に
多
大
な
る
御
尽
力
を
い

た
だ
き
、
深
く
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し

ま
す
。

さ
て
、
近
年
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
や

家
族
形
態
の
変
化
、
都
市
化
や
個
人
の
価

値
観
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
地
域
の
相
互

扶
助
機
能
が
弱
体
化
す
る
な
ど
、
福
祉
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
き
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
高
齢
者
や
障
害
者
が

可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
過
ご
せ

る
よ
う
に
在
宅
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
従
来
の
公

的
福
祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
対
応
で
き
な

い
福
祉
課
題
が
増
え
て
き
て
お
り
、
地
域

に
お
け
る
支
え
合
い
を
推
進
さ
せ
て
い
く

必
要
性
が
一
層
高
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

県
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
地
域
住
民
の

参
加
に
よ
り
軽
易
な
家
事
援
助
や
身
辺
の

介
護
を
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
提
供

す
る
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
設

置
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
や
日
常

的
金
銭
管
理
を
行
う
日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
の
普
及
を
図
る
な
ど
、
地
域
福
祉
の

推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
１２
月
に
は
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
が
行
わ

れ
、
地
区
担
当
委
員
と
主
任
児
童
委
員
を

併
せ
て
五
一
六
九
名
の
方
が
、
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

今
日
の
福
祉
課
題
の
解
決
の
た
め
に

は
、
住
民
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
問
題
を
発

見
し
、
支
援
に
つ
な
げ
る
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
役
割
が
益
々
重
要
な
も
の
と

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
今
後
と
も
地
域
福
祉
の

中
心
的
な
担
い
手
と
し
て
、
互
い
に
助
け

合
い
、
い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
づ
く
り
の
た
め
、
よ
り
一
層
の

御
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

地
域
福
祉
の
推
進
に
つ
い
て

県
保
健
福
祉
部
参
事
兼

福

祉

指

導

課

長

渡

辺

洋

子

� ２００８年（平成２０年）６月１５日 第６１号民児協いばらき



那
珂
市
連
合
民
児
協
は
、
平
成
十
七
年
四
月
、
旧
那
珂
町
・
瓜
連
町
民
児
協

が
合
併
し
て
発
足
、
現
在
、
那
珂
第
一
地
区
民
児
協
（
４６
名
）、
那
珂
第
二
地

区
民
児
協
（
３５
名
）、
瓜
連
地
区
民
児
協
（
２４
名
）
の
三
地
区
民
児
協
（
１０５
名
）

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
民
児
協
の
活
動
を
尊
重
し
な
が
ら
、「
支
え
合
う
地
域
福

祉
」の
実
現
を
目
指
し
、
共
通
の
目
標
、
�
情
報
の
共
有
と
連
携
し
て
の
活
動
、

�
研
修
の
充
実
、
�
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
を
掲
げ
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な

が
ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

市
連
合
民
児
協
で
は
、
毎
月
「
民
児
協
だ
よ
り
那
珂
（
通
算
７８
号
）」
を
発

行
、
日
常
の
行
事
、
活
動
等
の
情
報
の
共
有
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。
お
陰
で
、

連
合
民
児
協
の
発
足
に
際
し
て
も
違
和
感
な
く
合
併
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
日
頃
の
活
動
で
も
、
総
会
の
他
に
県
外
視
察
研
修
、
事
項
別
研
修
、

一
月
の
新
年
会
を
兼
ね
た
定
例
会
な
ど
合
同
で
行
う
行
事
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。各

地
区
民
児
協
で
は
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
と
連
携
、
高
齢
者
を
中
心

と
し
た
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
の
立

ち
上
げ
や
運
営
に
関
っ
た
り
、「
災

害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
」
の

一
環
と
し
て
、
市
や
社
会
福
祉
協
議

会
と
連
携
、
要
支
援
者
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
瓜
連
地
区
民
児
協
は
、

全
員
が
日
赤
奉
仕
団
に
加
入
、
各
種

の
講
習
会
を
受
講
、
市
内
小
学
校
で

の
ア
イ
マ
ス
ク
・
車
い
す
の
「
擬
似

体
験
学
習
」
の
指
導
や
、「
地
区
の

自
主
防
災
会
」
の
活
動
な
ど
に
も

関
っ
て
い
ま
す
。

茨
城
県
の
中
西
部
・
栃
木
県
に
隣
接
す
る
桜
川
市
は
、
平
成
十
七
年
十
月
に

岩
瀬
・
大
和
・
真
壁
の
三
町
村
が
合
併
し
て
誕
生
。人
口
は
四
万
八
千
五
百
人
、

高
齢
化
率
は
二
十
四
％
で
、
石
の
街
・
蔵
の
街
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
連
合
協
議
会
は
、
こ
の
町
村
合
併
に
伴
い
、
岩
瀬
・
大
和
・
真
壁

の
民
生
委
員
児
童
委
員
百
名
が
、
相
互
の
調
査
研
修
と
資
質
の
向
上
に
努
め
、

単
位
民
児
協
の
活
動
に
関
す
る
調
整
を
行
い
、
地
域
社
会
の
福
祉
の
増
進
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
十
八
年
四
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

連
合
協
議
会
の
運
営
は
、
市
の
補
助
金
で
賄
わ
れ
、
年
一
回
の
総
会
の
ほ
か

単
位
民
児
協
役
員
の
研
修
、
主
任
児
童
委
員
連
絡
会
の
支
援
、
全
体
研
修
会
で

の
事
項
別
分
科
会
及
び
講
演
会
の
開
催
、全
戸
に
年
二
回
配
布
す
る
広
報
紙「
民

児
協
さ
く
ら
が
わ
」
の
発
行
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
二
月
の
全
体
研
修
会
は
、
百
名
の
委
員
が
社
会
福
祉
、
障
害
福
祉
、
高

齢
福
祉
、
児
童
福
祉
の
四
つ
の
分
科
会
に
別
れ
、
自
己
紹
介
の
あ
と
定
め
ら
れ

た
研
修
課
題
を
テ
ー
マ
に
、
日
頃
の
活
動
の
報
告
と
意
見
の
交
換
を
行
い
、
そ

の
内
容
を
分
科
会
所
属
の
広
報
委
員
が
記
録
、
全
体
会
で
報
告
を
し
ま
し
た
。

午
後
の
講
演
会
は
、「
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
と
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
川
上
富
雄
先
生
（
岡
山
県
川
崎
医
療

福
祉
大
学
講
師
）
を
講
師
に
招
き
有
意
義
な
話
を

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ち
な
み

に
先
生
は
、
信
頼
関
係
に
基
づ
く
民
生
委
員
児
童

委
員
活
動
の
た
め
に
、「
過
剰
反
応
」
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
個
人
情
報
保
護
法
に
つ
い
て
、
全
民

児
連
の
委
嘱
を
受
け
、
二
ヵ
年
に
わ
た
り
個
人
情

報
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
検
討
を
行
い
、
学
習
資

料
と
し
て
の
報
告
書
を
ま
と
め
ら
れ
た
方
で
す
。

当
協
議
会
で
は
、
今
後
合
併
後
の
委
員
相
互
の

親
睦
交
流
を
深
め
な
が
ら
、「
地
域
に
根
ざ
し
た

お
も
い
や
り
」
の
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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那珂市

那
珂
市
連
合
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

那
珂
市
連
合
民
児
協
副
会
長

神

尾

多

門

桜川市

町
村
合
併
後
の
委
員
相
互
の
研
修
交
流
を
目
指
し
て

桜
川
市
民
児
連
合
協
会
長

久

下

英

一

�第６１号 ２００８年（平成２０年）６月１５日民児協いばらき



役
員
紹
介

民
生
委
員
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
に
よ

り
任
期
満
了
と
な
っ
た
役
員
の
改
選
が
行

わ
れ
、
平
成
二
十
年
二
月
開
催
の
理
事
会

及
び
評
議
員
会
に
お
い
て
、
次
の
方
々
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。（
理
事
の
茨
城
県
福

祉
指
導
課
長
は
四
月
一
日
付
、
牛
久
市
選

出
の
評
議
員
は
五
月
十
九
日
付
））

●
役

員

会

長

高
木

彦
治
（
鹿
嶋
市
）

副
会
長

落
合

勇
（
筑
西
市
）

〃

橋
本

重
男（
ひ
た
ち
な
か
市
）

〃

鯨
井
登
美
子
（
下
妻
市
）

理

事

渡
邊

和
雄
（
水
戸
市
）

〃

鈴
木

廣
（
日
立
市
）

〃

黒
田

光
夫
（
土
浦
市
）

〃

七
井

康
彰
（
常
総
市
）

〃

福
井

ふ
み
（
笠
間
市
）

〃

滝
野

忠
男
（
取
手
市
）

〃

宮
本

勇
（
つ
く
ば
市
）

〃

長
谷
川

彌
（
潮
来
市
）

〃

平
塚

勇（
常
陸
大
宮
市
）

〃

宮
島

孝
明（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

〃

渡
辺

洋
子
（
茨
城
県
）

監

事

五
十
畑
ま
ち
子
（
水
戸
市
）

〃

今
枝

力
（
龍
ヶ
崎
市
）

〃

岸

三
男
（
那
珂
郡
）

●
評
議
員

〔
水
戸
市
〕
大
内

元
一
、
矢
田
部
秀
夫

飯
村

義
雄

〔
日
立
市
〕
瀬
尾

政
明
、
石
川
美
枝
子

〔
土
浦
市
〕
赤
根

益
男
、
細
野

文
哉

〔
古
河
市
〕
関

吉
三

〔
石
岡
市
〕
平
井

純
子

〔
結
城
市
〕
河
田

善
吉

〔
龍
ヶ
崎
市
〕
寺
崎
袈
裟
枝

〔
下
妻
市
〕
砂
古

武

〔
常
総
市
〕
中
山
美
代
子

〔
常
陸
太
田
市

〕
朝
日

光
臣

〔
高
萩
市
〕
関
根

利
雄

〔
北
茨
城
市
〕
山
田

光
雄

〔
笠
間
市
〕
瀬
畑

洋
子

〔
取
手
市
〕
小
林

芳
邦

〔
牛
久
市
〕
茂
木
善
次
郎

〔
つ
く
ば
市
〕
印
南

光
子
、
慶
野
多
美
子

〔
ひ
た
ち
な
か
市

〕
荒
井

文
雄
、
神
保

忠
正

〔
鹿
嶋
市
〕
大
槻

光
夫

〔
潮
来
市
〕
植
田

義
継

〔
守
谷
市
〕
吉
田

譲
三

〔
常
陸
大
宮
市

〕
木
村

理
子

〔
那
珂
市
〕
初
田

義
雄

〔
筑
西
市
〕
青
木

定
子

〔
坂
東
市
〕
木
村

英
男

〔
稲
敷
市
〕
坂
本

吉
弘

〔
か
す
み
が
う
ら
市

〕
安
田

和
夫

〔
桜
川
市
〕
久
下

英
一

〔
神
栖
市
〕
人
見

隆

〔
行
方
市
〕
横
瀬

藤
雄

〔
鉾
田
市
〕
佐
藤

登

〔
つ
く
ば
み
ら
い
市

〕
大
保
公
比
古

〔
小
美
玉
市
〕
竹
内

昌
信

〔
東
茨
城
郡
〕
磯
部

長
司

〔
那
珂
郡
〕
柴
田

郁
子

〔
久
慈
郡
〕
椎
名

昭
一

〔
稲
敷
郡
〕
左
近

政
子

〔
結
城
郡
〕
生
井

敏
夫

〔
猿
島
郡
〕
篠
崎

悦
子

〔
北
相
馬
郡
〕
市
村

捷
二

部
会
・
専
門
委
員
会

※
◎
は
部
会
長
及
び
委
員
長

○
は
副
部
会
長
及
び
副
委
員
長

●
総
務
委
員
会

委

員

◎
落
合

勇

〃

○
黒
田

光
夫

〃

渡
邊

和
雄

〃

鯨
井
登
美
子

〃

早
川

忠
雄

〃

福
井

ふ
み

〃

宮
島

孝
明

●
互
助
事
業
運
営
委
員
会

委

員

◎
平
塚

勇

〃

○
青
木

定
子

〃

鈴
木

廣

〃

鈴
木

恭
子

〃

宮
本

勇

●
編
集
委
員
会

委

員

◎
橋
本

重
男

〃

○
清
水

愛
子

〃

杉
下

赫
子

〃

七
井

康
彰

〃

丸
山

隆
文

〃

長
谷
川

彌

〃

初
田

義
雄

●
世
帯
更
生
推
進
部
会

委

員

◎
滝
野

忠
男

〃

○
大
内

元
一

〃

瀬
尾

政
明

〃

印
南

光
子

〃

左
近

政
子

●
児
童
福
祉
部
会

委

員

◎
佐
藤

登

〃

平
井

純
子

〃

寺
崎
袈
裟
枝

〃

関
根

利
雄

〃

橋
本

重
男

〃

落
合

勇

〃

○
平
井

敬
子

〃

鈴
木

正
義

〃

菊
池

正
文

〃

坂
本

幸
子

〃

高
橋

一
夫

〃

鈴
木

龍
穏

�

、
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��������������������������������������������平成２０年度 県民児協事業計画・予算

１ 運営方針

近年は、「少子高齢社会」「人口減少社会」が進むな
か、国民が安心して暮らせる社会保障制度の充実が求
められています。
また、高齢化の進展に伴い、福祉・介護ニーズの増

大を支える人材の安定的な確保など基盤整備について
も急がれています。
このようななか、民生委員・児童委員は、孤立し深

刻な課題を抱えている高齢者世帯・子育て家庭等を発
見した場合、行政や専門機関につなぎ、福祉サービス
の利用や支援につないでいくとともに、ひとり暮らし
の高齢者や障がい者など災害時要援護者の把握や避難
時の支援が、ますます重要となってきております。
私たちは、民生委員制度創設９０周年記念活動強化方

策「広げよう 地域に根ざした 思いやり」のもと、
安全で安心なまちづくりをすすめるため、日常的な見
守り活動等を通して地域に密着した活動をすすめま
す。

本年度重点目標

１ 高齢者、障がい者等への見守り、相談・支援活動の
強化につとめる。

２ 課題を抱える子ども・子育て家庭等への個別支援の
強化と虐待防止の活動推進につとめる。

３ 「第２次 民生委員・児童委員発 災害時一人も見
逃さない運動」の推進につとめる。

事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事 業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業 計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計 画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予 算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算
（単位：千円）

一 般 会 計

互助事業特別会計

県 民 児 協

�民児協いばらき編集委員会
�総務委員会
�児童福祉部会

�民児協いばらき編集委員会
�理事会・総務委員会（２１日）
�監 事 会（２３日）
�評議員会（３０日）

�民児協いばらき（６１号）発行
�互助事業運営委員会
�市町村民生委員児童委員協議会長及び副
会長合同研究協議会

（９～１０日 大洗町）
（２４～２５日 大洗町）

�市町村民生委員児童委員教室
（６月３０日～７月１日 大洗町）

（７～８日 大洗町）
�行政機関との連絡会議（２５日）

�正副会長会議
�総務委員会

�互助事業運営委員会
�主任児童委員研修会（１８日）

�全体研修会
（３日 水戸市）
（１０日 つくば市）

�民児協いばらき編集委員会
�第２７回茨城県民生委員児童委員大会
（２８日 県民文化センター大ホール）

�民児協いばらき編集委員会

�民児協いばらき（６２号）発行

�正副会長会議、総務委員会
�理事会、評議員会
�互助事業運営委員会

事項
月

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１

２

３

�

「平成２０年度 茨城県民生委員児童委員協議会事業計画・予算」は３月２７日�に開催された評議員会において議決されました。

繰繰出出金金等等
１１２２�３３００５５
（（７７００�４％％））

事事務務費費

２２００�１１２２８８
（（３３９９�７７％％））

運運営営費費
９００

（（５５�２２％％））

支 出
５０，７０６

支 出
１７，４７５

事事業業費費

１１５５�５５８８２２
（（３３００�７７％％））

諸諸支支出出金金等等

給給付付金金

１１４４�９９９９６６
（（２２９９�６６％％））

４４�２２７７００
（（２２４４�４％％））

会会 費費

１１００�４４３３８８
（（５５９９．．７７％％））

会会 費費

３３９９�６６６６４４
（（７７８８�２２％％））

収 入
５０，７０６

収 入
１７，４７５

繰繰越越金金
繰繰入入金金
雑雑収収入入
２２�７７００６６

（（１１５５�５５％％））

補補助助金金
委委託託費費
配配分分金金

８８�９９７７００
（（１１７７�７７％％））

４４�３３３３１１
（（２２４４．．８８％％））

補補助助金金
負負担担金金

繰入金
繰越金
雑収入
２�０７２
（４�１％）

第６１号 ２００８年（平成２０年）６月１５日民児協いばらき
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��������������������������������������������平成１９年度決算（一般会計・特別会計）

１ 収入総額 ５２�１８５�５５８円
２ 支出総額 ５０�２６２�０４２円
３ 差引残額 １�９２３�５１６円（翌年度へ繰越）

１ 収入総額 ３１�３９８�１０１円
２ 支出総額 ２８�５５０�０９５円
３ 差引残額 ２�８４８�００６円（翌年度へ繰越）

１ 収入総額 ２８�２２６�１１４円
２ 支出総額 ２８�２２６�１１４円
３ 差引残額 ０円

●一般会計収支決算書

１ 収 入 （単位：円）

摘 要

民生委員児童委員 ５�１８８人

共同募金配分金

基本財産 利子

決 算 額

４０�４６６�４００

７�２２６�５８６

１�５００�０００

８００�０００

６４�９５５

１�９３２�８２５

１９４�７９２

５２�１８５�５５８

予 算 額

４０�４６６�０００

７�２２６�０００

１�５００�０００

８００�０００

６�０００

１�７５０�０００

２�０００

５１�７５０�０００

科 目

１ 会 費

２ 補 助 金

３ 委 託 費

４ 配 分 金

５ 繰 入 金

６ 繰 越 金

７ 雑 収 入

合 計

２ 支 出 （単位：円）

摘 要

職員２名 嘱託１名

理事会、評議員会、監事会、

総務委員会ほか各部会及び委

員会、児相・教育事務所等と

の連絡会議

会長・副会長研究協議会、民

生委員児童委員教室、関東ブ

ロック活動研究協議会参加、

全国大会参加、全民児連主催

各種研修会参加等

指定民児協助成（日立市、土

浦市、行方市、坂東市）

９０周年記念事業ほか

民児協いばらき 年２回

茨城県民生委員児童委員大会

全国互助共励事業会費、全民

児連会費（９０周年記念事業拠

金を含む）、関ブロ会費、諸

団体会費

新潟県中越沖地震見舞ほか

決 算 額

２０�１２４�７８９
１７�７５５�０１１
２�２２５�３４８
１４４�４３０

１４�２１７�０９８
２�９３５�９１８

６�４４４�８９９

０

５６�７００

１�１０８�２６２

１�２４７�０００

２�４２４�３１９
１５�８１１�３１０

１０８�８４５
５０�２６２�０４２

予 算 額

２０�４５２�０００
１７�９９２�０００
２�３００�０００
１６０�０００

１５�３５２�０００
３�２５０�０００

６�８７５�０００

１００�０００
１００�０００

１�２０２�０００

１�４００�０００

２�４２５�０００
１５�８１２�０００

１３４�０００
５１�７５０�０００

科 目

１ 事 務 費

� 給与費

� 庁 費

� 旅 費

２ 事 業 費

� 企 画

運 営 費

� 研 修 費

� 調 査 費

� 共同募金

事 業 費

� 民協活動

推 進 費

� 機 関 誌

発 行 費

� 表 彰 費

３ 諸 支 出 金

４ 予 備 費

合 計

２ 支 出 （単位：円）

摘 要

本人死亡 １７件
配偶者 ２５件
６９件
１件
１�５６７件

決 算 額

１�４３０�０００

７４０�０００
１５�０００

２４�０６９�０００
２�２９６�０９５

０
０

２８�５５０�０９５

予 算 額

２�０００�０００

１�０００�０００
３００�０００

２５�６５０�０００
２�４３０�０００

０
７�０００

３１�３８７�０００

科 目

１ 弔慰給付金

２ 傷病給付金
３ 災害給付金
４ 退職給付金
５ 互 助 事 業

運 営 費
６ 繰 出 金
７ 雑 費
合 計

２ 支 出 （単位：円）

摘 要決 算 額

１３�４２６�１１４
１４�８００�０００
２８�２２６�１１４

予 算 額

１３�３８２�０００
１４�８００�０００
２８�１８２�０００

科 目

１ 積 立 金
２ 繰 出 金
合 計

●互助事業特別会計収支決算書

１ 収 入 （単位：円）

摘 要

民生児童委員 ５�１８８人
決 算 額

１０�３７６�０００
２�５９４�０００
１�８１５�８００
１�８０３�４４８
１４�８００�０００

８�８５３
３１�３９８�１０１

予 算 額

１０�３７６�０００
２�５９４�０００
１�８１５�０００
１�８００�０００
１４�８００�０００

２�０００
３１�３８７�０００

科 目

１ 会 費
２ 補 助 金
３ 負 担 金
４ 繰 越 金
５ 繰 入 金
６ 雑 収 入
合 計

●互助事業積立金特別会計収支決算書

１ 収 入 （単位：円）

摘 要決 算 額

２８�１７８�６２４
４７�４９０

０
２８�２２６�１１４

予 算 額

２８�１７７�０００
５�０００
０

２８�１８２�０００

科 目

１ 繰 越 金
２ 雑 収 入
３ 繰 入 金
合 計

「平成１９年度 茨城県民生委員児童委員協議会事業報告及び決算」につきましては、５月３０日�に開催された評議会において議決されました。

� ２００８年（平成２０年）６月１５日 第６１号民児協いばらき
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◎
祝
受
章

こ
の
度
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
次

の
方
々
が
、叙
勲
の
栄
の
浴
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
叙

勲

瑞
宝
単
光
章

高

木

彦

治
（
鹿
嶋
市
）

平

塚

勇
（
常
陸
大
宮
市
）

●
県
保
健
福
祉
部
等
（
民
生
委
員
・
児
童

委
員
関
係
）
の
主
な
人
事
異
動
（
平
成

二
十
年
四
月
一
日
付
け
）

○
人
事
異
動
で
次
の
方
々
が
新
た
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

保
健
福
祉
部

部
長

山
口
や
ち
ゑ

同

次
長

染
谷

意

同
参
事
兼
福
祉
指
導
課
長

渡
辺

洋
子

同
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
長

黒
澤

正
延

同

厚
生
総
務
課
長

根
本

年
明

同

障
害
福
祉
課
長

小
見
ト
モ
子

同
筑
西
児
童
相
談
所
長

山
口

康
裕

県
南
地
方
総
合
事
務
所

次
長
兼
福
祉
課
長

鈴
木

博

●
お
知
ら
せ

茨
城
県
民
児
協
が
行
う
研
修
計
画
及
び

県
大
会
予
定

○
市
町
村
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
・
副
会
長
合
同
研
究
協
議
会

【
県
北
・
鹿
行
班
】

六
月
九
日
�
〜
十
日
�

大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

【
県
南
・
県
西
班
】

六
月
二
十
四
日
�
〜
二
十
五
日
�

大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

○
市
町
村
民
生
委
員
児
童
委
員
教
室

【
県
北
・
鹿
行
班
】

六
月
三
十
日
�
〜
七
月
一
日
�

大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

【
県
南
・
県
西
班
】

七
月
七
日
�
〜
八
日
�

大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

○
主
任
児
童
委
員
研
修
会

【
県
内
全
域
】

九
月
十
八
日
�

県
総
合
福
祉
会
館

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
）

○
民
生
委
員
児
童
委
員
全
体
研
修
会

【
県
北
・
鹿
行
班
】

十
月
三
日
	

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー（
大
ホ
ー
ル
）

【
県
南
・
県
西
班
】

十
月
十
日
	

つ
く
ば
市
民
ホ
ー
ル
と
よ
さ
と

○
第
二
十
七
回
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委

員
大
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

十
一
月
二
十
八
日
	

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー（
大
ホ
ー
ル
）

●
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
地
域
住
民
へ

の
「
呼
び
か
け
文
」
に
つ
い
て

児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
近
年
増
え
続

け
、
子
ど
も
の
生
命
に
か
か
わ
る
重
大
か

つ
悲
惨
な
事
件
が
繰
り
返
し
発
生
し
て
い

ま
す
。

茨
城
県
民
児
協
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

児
童
福
祉
週
間
及
び
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
日
活
動
強
化
週
間
に
合
わ
せ
、
県
内

全
域
の
住
民
及
び
関
係
機
関
に
「
呼
び
か

け
文
」
及
び
「
ポ
ス
タ
ー
」
の
配
布
を
行

い
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
、
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
「
新
潟
県
中
越
沖
地
震
」
見
舞
い
に
対

す
る
感
謝
状
に
つ
い
て

昨
年
七
月
十
六
日
に
発
生
し
た
「
新
潟

県
中
越
沖
地
震
」
の
際
、
被
災
さ
れ
た
新

潟
県
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
及
び
民
児

協
へ
、
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
し
、

茨
城
県
民
児
協
よ
り
お
見
舞
い
を
贈
り
ま

し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
民
児
協
い
ば

ら
き
（
第
六
十
号
）」
で
皆
様
に
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
新
潟
県

民
児
協
会
長
よ
り
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
ご
報
告
申
し
あ
げ
ま
す
。

●
社
会
保
険
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

現
在
、
社
会
保
険
庁
は
「
ね
ん
き
ん
特

別
便
」
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

加
入
記
録
に
モ
レ
や
誤
り
が
な
い
か
を

十
分
ご
確
認
い
た
だ
き
、
必
ず
ご
回
答
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
「
ね
ん
き
ん
特
別

便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ

０
５
７
０
－
０
５
８
－
５
５
５

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は０３

－
６７００

－
１１４４

受
付
時
間

月
曜
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

第
２
土
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

事事

務務

局局

だだ

よよ

りり

一
斉
改
選
後
の
県
民
児
協
も
、
二
月
か

ら
新
体
制
で
始
動
し
て
お
り
ま
す
。

編
集
委
員
会
も
、
七
名
の
う
ち
三
名
が

新
し
い
委
員
に
変
わ
り
ま
し
た
。
引
続
き

創
意
工
夫
し
て
、
紙
面
の
刷
新
と
内
容
の

充
実
に
努
め
、
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
読
ん

で
も
ら
え
る
「
民
児
協
い
ば
ら
き
」
を
発

行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
意
見
ご
指
導
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

編
集
委
員
長

橋
本

重
男
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